
 

数学（ 数学Ⅰ ）   学  習  指  導  案 

 日 時 平成２９年 ６月１３日（火）第２時限 

講 座 １年２組 場 所 １０２教室 指導者 渡部 裕也 

単 元 第３章 ２次関数 教科書 改訂版 高等数学 数学Ⅰ（数研出版） 

指 

 

導 

 

目 

 

標 

１ 具体例を通して、関数やグラフの意味を

考察する。 

２ ２次式の平方完成を導入し、２次関数の

グラフをかくための式変形の定着を図る。 

３ ２次関数の値の変化をグラフで調べ、最

大値、最小値の理解の定着を図る。 

指 

 

導 

 

計 

 

画 

第２節 ２次関数の値の変化 

３ ２次関数の最大・最小・・・・５時間 

(本時はその３時間目) 

４ ２次関数の決定・・・・・・・３時間 

 

 

本時の主題 関数の最大・最小と場合分け（定義域の一端が動く） 

前時の課題  課題プリント（関数のグラフ）を解いてくる。 

本 
時 
の 
目 
標 

１ 関数のグラフの最大・最小が定数aの値によってどのように変化するのかを理解させる。 

２ 定義域の一端が動く場合の、関数のグラフの最大値・最小値を求められるようにさせる。 

 

 

指 

 

 

 

 

 

 

 

導 
 

 

 

 

 

 

 

過 

 

 

 

 

 

 

 

程 

学  習  活  動 時間 

 

 

 

 

 

 

指導上の留意点 評価規準・方法・資料等 

導 

 

入 

前時の課題を確認する。 

 

 

10 

 

・場合分けしてグラフをか

けばよいことを理解さ

せる。 

【評価規準】 

・平方完成や場合分けをしてグ

ラフをかくことができる。 

<知識・理解> 

  

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

１ 問１を解く。 

         （ペア活動） 

aを正の定数とする。関数 

y＝x2－4x＋1(0≦x≦a)の最 

小値を求めよ。 

２ 問２（問１における最大値）を解  

  き、発表する。  （ペア活動） 

 

３ 問３を解き、発表する。   

            （ペア活動） 

aを正の定数とする。関数 

y＝x|x－2|(0≦x≦a)の最大 

値を求めよ。 

 

 

 

10 
 
 
 
 
 
 
 

 
10 
 

 

 

15 

・定数aの値が変化するこ

とで、最小値がどのよ

うに変化するかを理解

させる。 

 

・最大となるときのxの値 

にも注目させる。 
 
 
・視覚的に判断させるだ 

けでなく、解答を整理 

させる。 

・机間観察により理解度 

を把握し、指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

【評価規準】 

・ペア活動に積極的に参加すること

ができる。<関心・意欲・態度> 

・軸x＝2と定義域の一端x＝aとの位

置関係を理解することができる。 

<数学的な見方や考え方> 

【機器】プロジェクター 
【評価規準】 

・問２の考え方を理解し,解法が身 

についている。  <知識・理解> 

・分かったことを自分の言葉で表現

できる。       <数学的な技能> 

【評価方法】 

・机間観察によるプリントの確認お

よび発表態度 

【機器】プロジェクター 
 
【評価規準】 
・関数が変化しても、問１、2の考
え方が利用できることを理解で

きる。<数学的な見方や考え方> 

整 

理 

本時の学習内容をまとめ、次時

の予告をする。 

5 ・本時の内容を再確認さ

せ、理解度を確認する。 

【評価規準】 
・本時の内容をまとめ、理解するこ
とができる。 

<知識・理解> 

次時の 

課 題 

教科書p.87の練習問題17と課題プリント問３における最小値を求めてくる。 

備 考 生徒数 ４０ 名（男子２１名、女子１９名） 
 


